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本件に関するお問い合わせ先  

取材について：京都産業大学  広報部         TEL:075-705-1411 

2026 年 2 月 27 日  

 

京都産業大学  広報部  

  
 
 
 
 
 

2026年3月4日（水）から7日（土）の4日間、京都産業大学において、日本天文学

会2026年春季年会が開催されます。本学で日本天文学会の年会が開催されるの

は今回が初めてであり、国内最大規模の天文学研究集会として全国から約800名

の研究者が集い、最先端の研究成果が一堂に会する貴重な機会となります。本学の

創設者である荒木俊馬博士が同学会の名誉会員であったことも、本年会の開催にあ

たり大変意義深いものとなっております。 

また、3月8日（日）には、一般向け公開講演会「重力と天文学」を開催します。中学

生以上を対象とした本講演会では、天文学を支える重要なテーマである“重力”を手

がかりに、最前線の研究成果と宇宙の奥深さをわかりやすく紹介します。  

 

【本件のポイント】  

・春季年会では、太陽・恒星・星形成・銀河・宇宙論・観測装置・天文教育など幅広い分野

の通常セッションや企画セッション、さらには中高生が集うジュニアセッションが並行して実

施され、学術的交流と次世代育成の双方が進む多層的な研究発表の場が形成されます。  

日本天文学会 2026 春季年会  

・開催日時 2026 年３月４日（水）～３月 7 日（土）  

         午前の部  9：30～11：40  

         午後の部  13：00～15：10 

・受     付   １日目  11：00 開始  ２-4 日目  9：00 開始  

・場    所 京都産業大学  真理館・天地館（京都市北区上賀茂本山）  

・内    容 12 分野にわたる通常セッションに加えて、企画セッションやジュニアセッショ

ンが同時並行で進行するプログラムです。詳細はリリース２枚目に記載して

おりますので、ご参照ください。 

日本天文学会 公開講演会  

・開催日時 2026 年３月８日（日）  13：30～16：00 

・場    所 京都産業大学附属中学校・高等学校  むすびわざ館ホール 

（京都市下京区中堂寺命婦町 1-10）  

・内    容 XRISM 衛星がもたらす最新の宇宙像から超大質量ブラックホール、惑星

形成の最前線まで、重力が支配する多様な天体現象を第一線の研究者が

わかりやすく紹介します。詳細はリリース枚目に記載しておりますので、ご参

照ください。 

 

 

 

日本天文学会 2026 年春季年会を開催  

天文学の主要分野が集う 4 日間 

 



 

(計 3枚) 

 

 
 

 

 

 



 

(計 3枚) 

 

 

 

 

 


